
事業内容2.プロモーションの実施（動画コンテンツの制作）について

【スポーツツーリズム・ムーブメント創出事業（スポーツツーリズム需要拡大のための官民連携プロモーション）】

（別添資料２）

株式会社 JTBコミュニケーションデザイン



2スポーツツーリズム・ムーブメント創出事業（スポーツツーリズム需要拡大のための官民連携プロモーション）

■動画コンテンツ制作会社について

株式会社XPJP

【所在地】
〒248-0002
神奈川県鎌倉市841

渡邉 賢一
わたなべ けんいち

株式会社 XPJP 代表取締役社長 エクスペリエンス・デザイナー
一般社団法人元気ジャパン 代表理事 ソーシャル・プロデューサー
内閣府 クールジャパン地域プロデューサー

栃木県栃木市出身。1995年学習院大学卒。カリフォルニア大学サンディエゴ校、ワシントン大学BUSIP留学。
KDDI、朝日新聞社、内閣官房地域活性化統合事務局に勤務後、2010年に地域プロデュース専門法人
（社）元気ジャパンを設立し、2015年にエクスペリエンス・デザイン法人（株）XPJPを設立。内閣官房クール
ジャパン官民連携プラットフォーム有識者委員、経済産業省クールジャパン事業プロデューサー
（2011,12,13,14年）。慶応義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究所研究員。日本ガストロノ
ミー学会プロデューサー。福島県庁「ダイヤモンド・ルート情報発信事業」総合プロデューサーとして海外クリエイターと
連携したデジタル・プロモーションを展開中。

当事業における動画コンテンツは、過去の実施案件や知見などを鑑み、株式会社XPJPが担当。

【事業内容】
・海外マーケティング
・メディア・コンテンツ制作
・プロモーション企画運営

制作会社概要

制作プロデューサー

類似実績：ダイアモンド・ルート・ジャパン 総合プロデュース
2017年度・2016年度ほか多数

【概要】
「日本のエクスペリエンスをデザインする」をコンセプトに、世界に対し日本各地の独自性
のある文化や伝統、アクティビティを海外目線でブランディング展開。オリジナルのプロジェ
クト開発からITを駆使した海外マーケティング、メディア・コンテンツ制作までプレミアム感
の高いプロモーションを企画運営。



3スポーツツーリズム・ムーブメント創出事業（スポーツツーリズム需要拡大のための官民連携プロモーション）

■動画コンテンツ①（アウトドアスポーツツーリズム）

【テーマ選定理由】
平成29年度にスポーツ庁で実施したスポーツツーリズムに関するマーケ
ティング調査結果等を踏まえて、国内外におけるニーズが高かった「登
山・トレッキング」、「スノースポーツ」、「サイクリング」、「リバースポーツ」、
「マリンスポーツ」を中心としたブランド化

【表現の方向性】
日本全国を舞台に躍動するアウトドア分野の
スポーツツーリズムの様子をダイナミックに表現。

【制作コンセプト】
JAPAN The Force of Nature
-自然を遊び尽くす国、日本-

【収録内容】
大自然を舞台にしたアウトドア・スポーツ９分野を収録。

【収録種目および連携先】 （８県9市町村）

【映像素材 選定における３つのポイント】

1. ツーリズムの体制が整っているか
2. 地域活性化に繋がる産業モデルがあるか
3. その道のトップであるかどうか

①キャニオニング
②ラフティング
③カヤック
④サーフィン
⑤SUP

⑥スノーボード
⑦サイクリング
⑧トレッキング
⑨トレイルラン



4スポーツツーリズム・ムーブメント創出事業（スポーツツーリズム需要拡大のための官民連携プロモーション）

【制作内容】

YouTubeチャンネル スポーツ庁にて掲載
Japan Sports Agency「Outdoor Sports Tourism」 Promotional Video
スポーツ庁「アウトドアスポーツツーリズム」プロモーション動画
2分33秒 2018/12/04公開

1 2 3

4 5 6

※動画コンテンツ内から一部抜粋して作成



5スポーツツーリズム・ムーブメント創出事業（スポーツツーリズム需要拡大のための官民連携プロモーション）

【掲載媒体①】

スポーツ庁のYouTubeチャンネルに掲載。さらにFacebook記事として掲載。
※広告配信については別途『WEB広告報告書』を参照。

YouTubeチャンネル
再生回数
※2019年3月1日11時現在

202.6万回再生



6スポーツツーリズム・ムーブメント創出事業（スポーツツーリズム需要拡大のための官民連携プロモーション）

【掲載媒体②】

Facebookアカウント

再生回数
シェア
いいね

※2019年3月1日11時現在

1.6万回再生
205件
415人



7スポーツツーリズム・ムーブメント創出事業（スポーツツーリズム需要拡大のための官民連携プロモーション）

■動画コンテンツ②（武道ツーリズム）

【テーマ選定理由】
武士道の行動規範である精神性を映像文脈化し、
武道ツーリズムのブランディング要素として展開。

【表現の方向性】
「礼に始まり礼に終わる」。
武道の真髄である人格形成（心技体のバランスを兼ね備えた成長）
を武道ツーリズムの魅力軸として位置付け、
ブランディングに繋がるような映像表現を展開。

【制作コンセプト】
Spirit of BUDO
心・技・体を極める国 日本

【収録内容】
５カテゴリーの武道を紹介。
世界に向けて日本の武道文化の精神性を表現。

①剣道
②柔道
③空手道
④弓道
⑤流鏑馬

【映像素材 選定における３つのポイント】

1. ツーリズムの体制が整っているか
2. 地域活性化に繋がる産業モデルがあるか
3. その道のトップであるかどうか

【収録種目および連携先】 （８県12市町村）



8スポーツツーリズム・ムーブメント創出事業（スポーツツーリズム需要拡大のための官民連携プロモーション）

【制作内容】

YouTubeチャンネル スポーツ庁にて掲載
Japan Sports Agency 「BUDO Tourism」 Promotional Video
スポーツ庁「武道ツーリズム」プロモーション動画
2分16秒 2018/12/19公開

1 2 3

4 5 6

※動画コンテンツ内から一部抜粋して作成



9スポーツツーリズム・ムーブメント創出事業（スポーツツーリズム需要拡大のための官民連携プロモーション）

【掲載媒体①】

スポーツ庁のYouTubeチャンネルに掲載。さらにFacebook記事として掲載。
※広告配信については別途『WEB広告報告書』を参照。

YouTubeチャンネル
再生回数
※2019年3月1日11時現在

324.9万回再生



10スポーツツーリズム・ムーブメント創出事業（スポーツツーリズム需要拡大のための官民連携プロモーション）

【掲載媒体②】

Facebookアカウント

再生回数
シェア
いいね

※2019年3月1日11時現在

37万回再生
9,995件
4,355人



11スポーツツーリズム・ムーブメント創出事業（スポーツツーリズム需要拡大のための官民連携プロモーション）

■その他動画コンテンツに関する情報発信

『日本経済新聞 夕刊』に掲載
2018年12月12日

『観光経済新聞』に掲載
2019年1月1日

※各種メディア掲載から一部抜粋して作成



12スポーツツーリズム・ムーブメント創出事業（スポーツツーリズム需要拡大のための官民連携プロモーション）

■その他動画コンテンツに関する情報発信

『日刊スポーツ』に掲載
2019年1月24日

『首相官邸メールマガジン』にて発信
平成30年12月25日


